




■概要 

○UDCN 並木ラボはこんな場所です  

○UDCN 並木ラボの目指す姿事業概要  

 

■公開講座 

○都市デザイン連続講座 第５回  

「～六大事業のひとつ～金沢シーサイド地区の過去・現在・未来を知る！」 

 

■研究活動 

○郊外住宅地の再生に関する研究 

・国際総合科学部国際都市学系まちづくりコース卒業論文  

「交流パターンの違いに見る近居の意向と地域との関係性に関する研究 

－金沢シーサイドタウンを事例に－」 

  ・国際総合科学部国際都市学系まちづくりコース学生による自主研究  

   「活動地域活動拠点運営についての調査／並木ラボ運営に関する提言 

–UDCIC＠福岡、CC ラボ＠洋光台、UDCN 並木ラボ」 

 

■医学部主催企画（※チラシなど掲載しているものに「 * 」印） 

○「健康づくり出前講座」（医学部医学科） ＊ 

○健康づくり出前講座 DVD 貸出開始 ＋“出張”健康づくり出前講座 

○並木保健室・前向きシリーズ ＋“出張”並木保健室 ＊ 

 

■地域住民による企画（※チラシなど掲載しているものに「 * 」印） 

○五知縁かふぇ＋読み聞かせ＋民話の旅 ＊ 

○ハープ教室 ＊ 

○暮らしの相談室（ライフコンシェルジェ） ＊ 

○並木こども哲学 ＊ 

○パソコンなんでも相談室 

 ○スクラップブッキング lesson シリーズ 

○クリスタルコーティング（一般社団法人日本シングルマザー支援協会） ＊ 

○出張コミハ（並木コミュニティハウス） 

 ○スタンプラリー用スタンプ作成（センター名店会） 
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■学生による地域貢献企画（※チラシなど掲載しているものに「 * 」印） 

○なみキャン ＊ 

○コミュフェスでのラボ開放と出店 

○サマーフェスタでのラボ開放と出店 ＊ 

○リアル金沢統一ゲーム～ハロウィン仮装パレード～ ＊ 

○バレンタインラッピングづくり ＊ 

 

■これからの並木を創る会との協働企画（※チラシなど掲載しているものに「 * 」印） 

○まちづくりデザインゲーム・並木版 活用プロジェクト ＊ 

       －＠PIA フェスタ、＠金沢総合高校、with 逗子開成高校－ 

○星空観望会（横浜市大天文部） 

 ○親子で楽しく並木クイズウォーク～楽しみながら並木の魅力を知ろう～ ＊ 

 

■今後に向けて 

○横浜金沢シーサイド地区のエリアマネジメント体制構築に向けて  
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富岡八幡
公園

ふなだまり
ＯＫストア

金沢シーサイド
名店会

さざなみ団地

〒
横浜並木局

横浜銀行

ハック
ドラッグ

菓匠
富貴

★
　並木ラボ 運営に協力していただける方！ 

イベントやサービスの持ち込み企画！ 
お気軽にスタッフにおたずねください。 
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更新日 2017年2月28日

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5
10時～17時 10時～15時 10時～12時

10時～15時 10時～15時
ハープレッスン ハープレッスン
15時～17時
なみキャン

6 7 8 9 10 11 12
10時～12時 12時～17時 10時～17時 13時30分～15時 12時～15時 10時～15時 10時～12時
19時～20時
10時～12時 10時～15時 13時30分～15時 13時～15時 10時～15時
並木保健室 ｸﾘｽﾀﾙｺｰﾃｨﾝｸﾞ 前向き終活講座 健康づくり出前講座 ハープレッスン
19時～20時 15時～17時
ラボの会 なみキャン

13 14 15 16 17 18 19
10時～12時 10時～17時 10時～17時 10時～12時 13時～14時30分 10時～12時

13時30分～15時

14時～15時 13時～17時 10時～15時 13時～14時30分 13時30分～15時

貸し切り ﾊﾟｿｺﾝなんでも相談室 ハープレッスン 頭と身体の健康 並木こども哲学
15時～17時 チェック講座
なみキャン

20 21 22 23 24 25 26
10時～15時 10時～15時 10時～17時 13時30分～15時

10時～11時30分 13時～15時 13時30分~15時

前向き子育て講座 健康づくり出前講座 環境講座
10時～15時
ハープレッスン

27 28 29 30 31
13時～17時 13時～17時 10時～15時 10時～17時 15時～17時

13時～17時 10時～15時
ﾊﾟｿｺﾝなんでも相談室 ハープレッスン

★イベント開催時以外の一般利用については、ご相談ください。

★17時から18時は休憩時間のため、一時閉館させていただきます。ご了承ください。

「健康づくり出前講座」は別会場で開催

イベント等

イベント等

イベント等

曜　日

開館時間

開館時間

開館時間

イベント等

休館日 休館日

休館日

休館日

休館日 休館日

開館時間

イベント等

開館時間

月間スケジュール 
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横浜市立大学都市デザイン連続講座 第５回 
× 

金沢シーサイド地区の過去・現在・未来を知る！ 
～六大事業のひとつ～ 

◇受講料 
 
◇申込方法 
 
 
◇申込先 
 
 
◇主  催 

無料 ※移動の際の交通費は実費負担 
 
氏名・所属・連絡先メールアドレスを明記し、下記メールまたは応募フォームから 
お申し込みください 
 
横浜市立大学 地域貢献担当 coc@yokohama-cu.ac.jp 
（横浜市金沢区瀬戸２２－２ 横浜市立大学金沢八景キャンパス内） 
 
公立大学法人 横浜市立大学 

【会場】 
横浜市立大学金沢八景キャンパス 
ＹＣＵスクエアＹ４０１教室 
※下記、地図参照 
（レクチャーの後、金沢シーサイド地区の見学あり） 
 
【講師】 
中津秀之 
（関東学院大学建築・環境学部准教授） 
中西正彦 
（横浜市立大学まちづくりコース准教授） 

横浜市立大学都市デザイン連続講座 

応募フォーム 
QRコード 

 1978年に入居が始まった金沢シーサイドタウンで 

は、豊かな自然環境の創出と歩行者専用道のネット 

ワーク、建築家を登用した個性的な建築など、当時、 

最先端の都市デザインの導入が行われました。 

 横浜市立大学では、金沢シーサイドタウン内にまち 

づくりの拠点ＵＤＣＮ並木ラボを設置し、当時の都市 

デザインの取組を振り返る講座を毎年度実施しており、 

今回はその５回目に当たります。 

 金沢シーサイドタウンの都市デザインを振り返り、 

その空間としての資産を再認識することで、これから 

のまちづくりにつなげていきましょう。 

2017年 
 

２月７日（火） 
13時～17時 

【第４回 現地見学会の様子】 

会 場 
横浜市立大学 

金沢八景キャンパス 
ＹＣＵスクエア４階 

Ｙ401教室 

横浜市立大学 

金沢八景キャンパス 

− 5−



 金沢区のシーサイド地区は、横浜市の六大事業（1965年提唱） 
のひとつとして埋め立てが行われ、他の事業と連携しつつ市内の産業 
の集約が進められました。今日では市内でも重要な位置を占める産 
業団地が形成されています。同時に先進的なアーバンデザインの手 
法を用いた住宅地「金沢シーサイドタウン」や、海の公園・八景島と 
いった環境・アミューズメント施設の整備も行われ、様々な観点から 
重要な地区となっています。 
 社会状況も変化していく中で、事業開始から50年近く経つ当地 
区の現在はどのようなものでしょうか。また、そこではどのような活動と 
今後への取り組みが行われているでしょうか。 
 レクチャーに加え、実際に地区内と様々な主体の活動を視察し、 
意見交換を行います。 
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・並木ラボにて各事業者より取組の紹介 
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交流パターンの違いにみる近居の意向と地域との関係性

に関する研究 -金沢シーサイドタウンを事例に- 

Study on intension of Living Proximity focused on difference in 

pattern of interchange and relationship of local residents -Case 

of Kanazawa seaside town- 

130710 横山 由美菜 

指導教員 三輪 律江 

1．はじめに 

近年、生活スタイルや意識の違い等を理由に、同居

よりも近居を理想的だと考える人が増えている。近居は

世代間の助け合いを可能にし、社会的問題の改善に繋が

るとして注目され、UR 都市機構では近居割や近居割ワ

イドといった近居を促進する仕組を設けるなど、その期

待が高まっている。 
2015 年度の船木による研究文 1)では、近居による世代

間交流は子育て支援につながる一方、シニア世代にとっ

ては負担感や地域活動参加への制約になっているのでは

ないかという観点から近居親族との交流実態について分

析を行ったが、シニア世代はむしろ、同居にはない「ち

ょうど良い」距離感を感じ、近居親族との交流に対して

プラスイメージを抱きやすいことが示唆された。一方で

交流による負担感も確かに存在し、そこには近居親族と

の交流内容や距離関係の違いといった、関わり方の違い

が影響しているように思われるが、それに関しては明ら

かにされていない。 

そこで本研究では、調査対象をシニア世代から全世

代へ拡充したアンケート調査を実施し、先行研究同様、

金沢シーサイドタウン（以下、金沢 ST）を事例に近隣

住民との交流や地域活動の有無といった地域との関係性

と、近居親族との 2 者間交流の内容の 2 点に着目して近

居の実態について整理する。その上で、近居をしている

人々を対象に、日常的な交流の仕方や居住地の距離関係

など複数の項目から近居のパターンを分類し、近居に対

する意向や心理的距離感について改めて検証する。 

2．研究の概要 

2-1．研究対象地域の概要 

横浜市の統計文 2)によれば、並木 1 丁目や並木 2 丁目

では横浜市全体よりも高齢化率が 15%以上高い(図 1)。

一方で、同じく横浜市の統計文 2)によると、金沢区の家

族類型別世帯数は、2010 年度時点で横浜市全体と比較

して単身者の割合が 4.1％低く、子供のいる世帯の割合

が 2.8％高い。また、2014 度の西田による子育て世帯の

日常生活に関する調査文 3)により、金沢区の子育て世帯

の 42.0％が居住地選択の理由として「親もとの近くに

ある」ことを挙げており、その割合は同調査を行った青

葉区、西区と比較して最も高いことが示された。以上よ

り、並木地区は高齢者が多い一方で子育て世帯も多く、

子育て世帯については近居を目的に当地区へ居住してい

る可能性が高い。 

2-2．研究の方法 

本研究では先行研究を引き継ぎ、対象地域を金沢 ST

内並木 1～3 丁目とし、対象地域内の UR 賃貸住宅居住者

と横浜市営住宅(賃貸)居住者に向けて各世帯へ 1 部ずつ

アンケートを配布した。 

アンケート構成は①回答者の基本属性、②現在の住

まいの居住歴、③近居の有無と近居親族の基本属性、④

近居による交流実態と意向、⑤将来の住まい方の意向、

⑥近隣地域との交流状況である。アンケート結果から近

居の有無と地域交流の関係や、回答者の属性と近居親族

との交流内容との関係について分析を行った。ここでは

「3 親等以内の親族が金沢 ST 内またはその周辺に住ん

でいること」を「近居」として分析した。 

3．金沢 ST における近居実態の整理 

3-1．金沢 ST における近居の状況 

アンケートは並木 1 丁目・2 丁目・3 丁目に所在する

UR 賃貸住宅へ 1786 部と、並木 1 丁目に所在する横浜市

営住宅へ 605 部の計 2391 部をポスティング配布し、郵

送により 351 部の返答があった(回収率 14.7%）。そのう

ち「近居をしている」とした回答者は 74 人(21.1％)で

あった。東京近郊の賃貸住宅団地で行われた近居の調査
文 4)では、団地内に子世帯が住んでいるとした世帯が 1

割強となっており、金沢 ST では他の団地よりも近居が

進んでいる可能性が示唆された。 

アンケート回答者の年齢は 60 代以上が 6 割以上で、

近居の有無によって構成に大差はない(図 2)。 

3-2．近居の有無と地域交流の関係性 

近隣住民との関係性について、日常的に交流をした

り、何かあった時に頼れる近隣住民が「いる」とした回
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図 2．近居の有無別回答者の年齢 

図 1．並木 1～3 丁目と金沢区・横浜市の年齢別人口文 3) 
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答者の割合が、総じて近居をしている回答者のほうが多

く、近居をすることが近隣住民との関係に何らかの影響

を与えていることが考えられる(表 1)。 

一方、自治会など地域活動の参加数は、近居をして

いる回答者では「0 個」(74 人中 30 人)が最も多く、「1

個」と「2 個」(いずれも 74 人中 18 人)が続いた。一方

で近居なしでは「1 個」(277 人中 98 人)が最も多く、「0

個」(277 人中 86 人)が続き、近居をしている回答者の

方が地域活動に消極的なことが示唆された(図 3)。 

3-3．近居をしている回答者の基本属性 

近居をしている回答者の年代、同居の家族構成と近

居親族の続柄の関係から回答者を大類した結果が表 2 の

「年代・家族類型」である。類型別に近居親族の居住地

との関係注⑴、居住歴、近居のきっかけを見ると、子世

代やシニア世代の中でも子や孫の有無によって近居の背

景に差異が見られた。以下、その詳細を示す。 

 まず、シニア世代の回答者について、類型①-1 で

は、「同居」が 16 人中 4 人であり、他の類型よりも同居

の割合が高かった。居住年数は 30 年以上が半数以上を

占め、近居のきっかけに「緊急の事態が心配だから」(8

人)が最も多いことから世代間の助け合いを期待して子

世代が住み戻った傾向が示唆された。類型①-2 では、

「丁目内」と「他丁」が 19 人中 14 人であり、類型①-1

よりも近居親族と距離を置いて近居をしていることが分

かった。また、居住年数は 5 年未満(7 人)が最も多く、

近居のきっかけに「子育て支援のため」(6 人)や「緊急

の事態が心配だから」(8 人)が目立つことから、子育て

支援のため住み戻った背景が浮かび上がった。 

 続いて子世代の回答者では、類型②-1 に同居が 3 人

いた。シニア世代でも孫がいない場合(類型①-1)に同居

が多いことから、孫世代の有無が同居に踏み切ることに

関係していると考えられる。また、居住年数は 5 年未満

が 10 人中 8 人を占め、近居のきっかけに「緊急の事態

が心配だから」(7 人)が最も多いことから、世代間の助

け合いを目的に住み戻ったことが示唆される。そして、

類型②-2 では「丁目内」と「他丁」で 15 人中 13 人を

占め、近居親族と距離を置いて近居していることが分か

る。居住年数は 5 年未満が過半数を占め、近居のきっか

けに「子育て支援のため」(10 人)や「地域になじみが

あるから」(7 人)が多いことから、シニア世代による子

育て支援を期待して住み戻りをした背景が示唆された。 

3-4．近居親族との交流実態 

船木の先行研究より、孫のいるシニア世代は孫に合

わせて外出先を変えていると示唆していることから、子

や孫の存在が回答者の活動に影響を与えると仮説を立

て、孫世代の有無に重点を置くために、表 2 の年代・家

族類型の類型①-3、①-4、②-3 を合わせて「その他」

(類型③)に分類し直した(表 3)。その上で、類型別に近

居親族との交流頻度注⑵や交流内容の項目数(交流多様

性)、外出場所数を整理した。以下詳細を述べる。 

まずシニア世代の回答者では、類型①-1、類型①-2 

 表 2.回答者の年代・家族類型別基本属性 

※「回答者を近居親族の関係分類」：二重丸は回答者、丸は近居親族を表す。また、－は近居を、=は同居を示す。 

表 1．近居の有無別近隣住民との関係性 
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答者の割合が、総じて近居をしている回答者のほうが多

く、近居をすることが近隣住民との関係に何らかの影響

を与えていることが考えられる(表 1)。 

一方、自治会など地域活動の参加数は、近居をして

いる回答者では「0 個」(74 人中 30 人)が最も多く、「1

個」と「2 個」(いずれも 74 人中 18 人)が続いた。一方

で近居なしでは「1 個」(277 人中 98 人)が最も多く、「0

個」(277 人中 86 人)が続き、近居をしている回答者の

方が地域活動に消極的なことが示唆された(図 3)。 

3-3．近居をしている回答者の基本属性 

近居をしている回答者の年代、同居の家族構成と近

居親族の続柄の関係から回答者を大類した結果が表 2 の

「年代・家族類型」である。類型別に近居親族の居住地

との関係注⑴、居住歴、近居のきっかけを見ると、子世

代やシニア世代の中でも子や孫の有無によって近居の背

景に差異が見られた。以下、その詳細を示す。 

 まず、シニア世代の回答者について、類型①-1 で

は、「同居」が 16 人中 4 人であり、他の類型よりも同居

の割合が高かった。居住年数は 30 年以上が半数以上を

占め、近居のきっかけに「緊急の事態が心配だから」(8

人)が最も多いことから世代間の助け合いを期待して子

世代が住み戻った傾向が示唆された。類型①-2 では、

「丁目内」と「他丁」が 19 人中 14 人であり、類型①-1

よりも近居親族と距離を置いて近居をしていることが分

かった。また、居住年数は 5 年未満(7 人)が最も多く、

近居のきっかけに「子育て支援のため」(6 人)や「緊急

の事態が心配だから」(8 人)が目立つことから、子育て

支援のため住み戻った背景が浮かび上がった。 

 続いて子世代の回答者では、類型②-1 に同居が 3 人

いた。シニア世代でも孫がいない場合(類型①-1)に同居

が多いことから、孫世代の有無が同居に踏み切ることに

関係していると考えられる。また、居住年数は 5 年未満

が 10 人中 8 人を占め、近居のきっかけに「緊急の事態

が心配だから」(7 人)が最も多いことから、世代間の助

け合いを目的に住み戻ったことが示唆される。そして、

類型②-2 では「丁目内」と「他丁」で 15 人中 13 人を

占め、近居親族と距離を置いて近居していることが分か

る。居住年数は 5 年未満が過半数を占め、近居のきっか

けに「子育て支援のため」(10 人)や「地域になじみが

あるから」(7 人)が多いことから、シニア世代による子

育て支援を期待して住み戻りをした背景が示唆された。 

3-4．近居親族との交流実態 

船木の先行研究より、孫のいるシニア世代は孫に合

わせて外出先を変えていると示唆していることから、子

や孫の存在が回答者の活動に影響を与えると仮説を立

て、孫世代の有無に重点を置くために、表 2 の年代・家

族類型の類型①-3、①-4、②-3 を合わせて「その他」

(類型③)に分類し直した(表 3)。その上で、類型別に近

居親族との交流頻度注⑵や交流内容の項目数(交流多様

性)、外出場所数を整理した。以下詳細を述べる。 

まずシニア世代の回答者では、類型①-1、類型①-2 

 表 2.回答者の年代・家族類型別基本属性 

※「回答者を近居親族の関係分類」：二重丸は回答者、丸は近居親族を表す。また、－は近居を、=は同居を示す。 

表 1．近居の有無別近隣住民との関係性 
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地域に
なじみが
あるから

子育て
支援のため

介護
のため

家事の継承
や手伝いの
ため

賃貸等
特典や援助
があるから

親族に近居
を勧められた
から

特に理由
はない

その他

②
ｌ
2

15 0 0 2 8 5 0 9 2 2 1 1 0 5 6 7 10 1 1 3 0 1 3

74 8 1 10 28 24 3 29 7 15 6 16 1 27 31 14 20 6 6 6 10 11 10

年代・家族類型※

①
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ニ
ア
世
代

②
子
世
代

合計

0

0241

4614

100

居住歴（年）(n=74)

182122

0

居住地間距離関係(n=74)

0
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ｌ
3

②
ｌ
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①
ｌ
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ｌ
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ｌ
2

①
ｌ
1
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0

02300
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6

00
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8
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0

0
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共に交流の場所は「自分の家」がそれぞれ半数以上を占

めていた。また近居親族と一緒に出かける場所数に対し

て一人で出かける場所数が 5 ヵ所程少なく、近居親族と

外出を共にする傾向が見られた。対して、交流頻度は類

型によって差異が見られた。まず、類型①-1 では「ほ

ぼ毎日」が 16 人中 5 人で最も多く、近居親族との交流

頻度が高い。一方で類型①-2 では「週 3～4」と「週

1」、「月 2～3」に 5 人ずつばらつき、「ほぼ毎日」は

1 人のみであった。シニア世代では孫世代がいる近居の

場合のほうが、ある程度間隔を置いて交流をしており、

依存度が低いといえる。 

続いて子世代の回答者では、類型②-1、②-2 共通し

て、交流頻度「ほぼ毎日」が最も多く、交流の多様性は

「多様性弱」の値が低かった。また、交流の場所は「親

族の家」が多いことから、近居親族との交流に積極的で

あり、近居親族への依存度が高い傾向が示唆された。一

方、近居親族と一緒に出かける場所よりも一人で出かけ

る場所のほうが各々10 ヵ所以上多く挙げられており、

近居親族と行動圏は分けているといえる。 

4．近居実態のパターン化と定住・同近居意向との関係 

4-1．数量化Ⅲ類・クラスター分析による近居実態のパ

ターン化 

交流内容によって負担感は異なるという仮説のも

と、近居親族との 2 者間の交流実態と地域交流の 2 つの

“交流”に焦点を絞りパターン化を試みるため、「交流

頻度」、「交流内容の種類数(交流多様性)」、「近居親

族居住地までの所要時間注⑶」「近居親族と一緒に出か

ける場所数」、「地域活動参加数」、「近隣住民との関

係性」の項目を用いて数量化Ⅲ類注⑷を行った(図 4)。な

お、3 軸までの累積寄与率は 50.7％であった。各軸の上

位項目と下位項目の特徴から、第 1 軸を「近居親族交流

深－浅」、第 2 軸を「地域住民交流あり—なし」、第 3 軸

を「場所性なし―あり」と解釈した。     
続いて、数量化Ⅲ類で近居親族との交流内容を定置

した結果を基に、3 軸までのサンプル得点によるクラス

ター分析注⑷を行った(図 5)。クラスター分析は非階層型

の 4 階層を採用した。クラスターの中心の最終結果をも

とに各クラスターの解釈を行い、クラスター１を「親族

交流深・地域交流多」、クラスター2 を「親族交流浅・

地域交流中」、クラスター3 を「親族交流深・地域交流

少」、クラスター4 を「親族交流浅、地域交流多」パタ

ーンと解釈した。 
4-2.パターン別にみる意向等との関係 

4-1 の類型化結果より、パターン別に「定住意向」、

「同近居の継続意向」、「近居親族との心理的距離感」

（以下 3 項目を総じて、意向等とする）との関係を整理

したものが表 6 である。意向等との関係を見る前に、パ

ターンと年代・家族類型との関係を確認すると、類型の

中でもパターンにばらつきが見られ、類型とパターンが

一概に一致するものではないことが示された。 

続いてパターンと意向等との関係について詳細を述

べていく。まず、パターン①では、「どちらかといえば

住み続けたい」(11 人)が最も多く、定住意向は高かっ

た。一方で同近居の継続意向では「そうしたくない」

「どちらかといえばそうしたくない」が 4 人、心理的距

離感では「やや近すぎる」、「やや遠すぎる」が 1 人ず

つ確認され、他のパターンよりも同近居に消極的である

可能性が示された。同じく近居親族との交流が深いパタ

ーン③を見ると、定住意向「これからもずっと住み続け

たい」が 7 人、同近居の継続意向「そうしたい」が 8 人

で、ともに他の類型よりも高い数値であった。一方で心

理的距離感では「やや近すぎる」が 2 人確認された。定

住意向、同近居の継続意向についてはどのパターンより

も高いものの、心理的距離感に多少の不満を抱いている

可能性が示唆された。またパターン①同様、地域交流が

多いパターン④をみると、定住意向は『住み続けたい』

(「どちらかといえば住み続けたい」、「これからもず

っと住み続けたい」の総称)に偏りが見られた。また、

同近居の継続意向でも『そうしたい』(「どちらかとい

えばそうしたい」、「そうしたい」の総称)に偏りが見

表 3.回答者の年代・家族類型別近居の交流内容 

行わない 月1以下 月2～3 週1 週2～3 ほぼ毎日 ＮＡ
多様性弱

（0～3種類）
多様性中

（4～5種類）
多様性強

（6～8種類）
ＮＡ 自分の家 親族の家 ＮＡ

②
ｌ
2

15 2 0 0 1 5 5 2 3 7 3 2 1 8 6 41 67

③ 14 0 3 5 2 0 4 0 7 2 5 0 6 6 2 29 36

74 3 8 13 13 13 19 5 24 26 19 5 32 27 15 164 193

①
ｌ
1

16

組数

①
ｌ
2

19

②
ｌ
1

10 3020

3036

3038

一人で
出かける

場所数（ヵ所）
(n=48)

210

156

02

14

7115

620421 064

265

2

年代・家族類型

①
シ
ニ
ア
世
代

②
子
世
代

その他（兄弟姉妹との同近居・孫世代との近居）

合計

近居親族と一
緒に出かける
場所数（ヵ所）

(n=48)

11

5110

交流の場所(n=74)交流頻度(n=74) 交流多様性(n=74)

130

511

45525
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られ、どちらの意向も高い傾向が見られた。最後にパタ

ーン②では同近居の継続意向『そうしたい』、定住意向

『住み続けたい』に偏りがあり、どちらの意向も高い傾

向であった。一方心理的距離感では「やや近すぎる」が

1 人確認され、これは同じく近居親族との交流が浅いパ

ターン④と異なる点といえる。 
このように、全体的に母数が少なく信頼性に欠ける

が、パターンによって意向等に差異がある可能性が示さ

れた。また近居親族と交流が深く、地域交流も多い方が

意向等が高いわけではないことが示唆された。但し、全

体的に定住意向は『住み続けたい』、同近居の継続意向

は『そうしたい』、心理的距離感は「ちょうどいい」に

偏りが見られ、そもそも金沢 ST では交流の負担感がな

い回答者が多いと考えられる。先行研究でも近居親族と

の交流にプラスイメージであることが確認されており、

金沢 ST の住環境では負担感のない交流を実現しやすい

と考えられるが因果関係については検証が必要である。 

5．まとめと課題   

金沢 ST の賃貸住宅における近居の実態調査から近居

をしている回答者が約 2 割確認され、他の団地と比較し

て近居が進んでいる可能性を示した。また、近居の有無

によって、近隣住民との交流や地域活動への参加数とい

った地域との関係性に違いがみられた。 

そして、近居をしている回答者の中でも、回答者の

年代や家族構成の別で近居親族との交流の頻度や交流内

容の種類数（交流多様性）、近居親族との外出箇所数に

差異が生じることが示唆された。 

加えて、近居の実態を「親族交流深・地域交流多」、

「親族交流浅・地域交流中」、「親族交流深・地域交流

少」、「親族交流浅、地域交流多」の 4 パターンに分類す

ることができた。先行研究同様、金沢 ST では全体的に

交流に対する負担感がない回答者が多い結果が示された

が、パターンによって定住・同近居意向、近居親族との

心理的距離感には差異がみられ、必ずしも近居親族と交

流が深く、地域交流も多い方が意向等が高いとは言えな

い可能性が示唆された。 
本研究の課題として、自由記述の回答率が低く母数

が少なく信頼性に欠ける結果となった点が挙げられる。

本調査ではアンケート形式を採用したが、詳細な心象を

引き出すためにヒアリング等を実施して交流パターンと

意向等との関係性について改めて検証する必要がある。 
【謝辞】 

本研究にあたり多大なご協力を賜りました、独立行政法人都市

再生機構、横浜市建築局のご担当者様に、心より御礼申し上げま

す。また、アンケートにご協力いただいた皆様には、貴重なお時
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【注】  

⑴近居親族の居住地の質問項目で「同居している」と回答したも

のを「同居」とし、近居親族の住所が回答者の住所と棟名まで

合致したものを「棟内」、街区まで合致で「街区内」、丁目まで

合致したものを「丁目内」、それ以外を「他丁」と分類した。 

⑵交流内容 8 項目(「日常の出来事について話す」、「子・孫育ての

援助」、「家事の援助」、「介護をする・される」、「留守番をす

る・される」、「食事を共にする」、「一緒に外出する」、「私的な

行事を行う」)の各頻度のうち、最大値を「交流頻度」として採

用する。例えば、1 項目のみ「ほぼ毎日」で他の項目が「行わ

ない」である回答者の「交流頻度」は「ほぼ毎日」となる。 

⑶回答者と近居親族の居住地の回答より、双方の居住地の直線距

離を算出。そこから 80ｍを 1 分として所要時間を出した。分類

は度数分布に基づいて①「4 分圏内」、②「4 分圏外」とした。 

⑷分析には『エクセル統計 2016』を用いた。 
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表 6.近居パターン別年代・家族類型、意向との関係 
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どちらかといえば
住み続けたい
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図 4.数量化三類カテゴリースコア 図 5.クラスターの中心の最終結果 
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られ、どちらの意向も高い傾向が見られた。最後にパタ

ーン②では同近居の継続意向『そうしたい』、定住意向

『住み続けたい』に偏りがあり、どちらの意向も高い傾

向であった。一方心理的距離感では「やや近すぎる」が

1 人確認され、これは同じく近居親族との交流が浅いパ

ターン④と異なる点といえる。 
このように、全体的に母数が少なく信頼性に欠ける

が、パターンによって意向等に差異がある可能性が示さ

れた。また近居親族と交流が深く、地域交流も多い方が

意向等が高いわけではないことが示唆された。但し、全

体的に定住意向は『住み続けたい』、同近居の継続意向

は『そうしたい』、心理的距離感は「ちょうどいい」に

偏りが見られ、そもそも金沢 ST では交流の負担感がな

い回答者が多いと考えられる。先行研究でも近居親族と

の交流にプラスイメージであることが確認されており、

金沢 ST の住環境では負担感のない交流を実現しやすい

と考えられるが因果関係については検証が必要である。 

5．まとめと課題   

金沢 ST の賃貸住宅における近居の実態調査から近居

をしている回答者が約 2 割確認され、他の団地と比較し

て近居が進んでいる可能性を示した。また、近居の有無

によって、近隣住民との交流や地域活動への参加数とい

った地域との関係性に違いがみられた。 

そして、近居をしている回答者の中でも、回答者の

年代や家族構成の別で近居親族との交流の頻度や交流内

容の種類数（交流多様性）、近居親族との外出箇所数に

差異が生じることが示唆された。 

加えて、近居の実態を「親族交流深・地域交流多」、

「親族交流浅・地域交流中」、「親族交流深・地域交流

少」、「親族交流浅、地域交流多」の 4 パターンに分類す

ることができた。先行研究同様、金沢 ST では全体的に

交流に対する負担感がない回答者が多い結果が示された

が、パターンによって定住・同近居意向、近居親族との

心理的距離感には差異がみられ、必ずしも近居親族と交

流が深く、地域交流も多い方が意向等が高いとは言えな

い可能性が示唆された。 
本研究の課題として、自由記述の回答率が低く母数

が少なく信頼性に欠ける結果となった点が挙げられる。

本調査ではアンケート形式を採用したが、詳細な心象を

引き出すためにヒアリング等を実施して交流パターンと

意向等との関係性について改めて検証する必要がある。 
【謝辞】 

本研究にあたり多大なご協力を賜りました、独立行政法人都市

再生機構、横浜市建築局のご担当者様に、心より御礼申し上げま

す。また、アンケートにご協力いただいた皆様には、貴重なお時

間を割いて頂きましたこと、深く御礼申し上げます。 

【注】  

⑴近居親族の居住地の質問項目で「同居している」と回答したも

のを「同居」とし、近居親族の住所が回答者の住所と棟名まで

合致したものを「棟内」、街区まで合致で「街区内」、丁目まで

合致したものを「丁目内」、それ以外を「他丁」と分類した。 

⑵交流内容 8 項目(「日常の出来事について話す」、「子・孫育ての

援助」、「家事の援助」、「介護をする・される」、「留守番をす

る・される」、「食事を共にする」、「一緒に外出する」、「私的な

行事を行う」)の各頻度のうち、最大値を「交流頻度」として採

用する。例えば、1 項目のみ「ほぼ毎日」で他の項目が「行わ

ない」である回答者の「交流頻度」は「ほぼ毎日」となる。 

⑶回答者と近居親族の居住地の回答より、双方の居住地の直線距

離を算出。そこから 80ｍを 1 分として所要時間を出した。分類

は度数分布に基づいて①「4 分圏内」、②「4 分圏外」とした。 

⑷分析には『エクセル統計 2016』を用いた。 

【主要参考文献】 

1) 船木誉子『孫世代とシニア世代の日常的外出と地域交流に関す 

る研究～金沢シーサイドタウンを事例に～』2015 年、横浜市

立大学卒業論文 

2) 横浜市『横浜市統計ポータルサイト』(2016 年 12 月 11 日閲覧) 

http://www.city.yokohama.lg.jp/ex/stat/  

3) 西田あかね『子どもの成長と親子の行動パターンからみた子育

て世帯の日常的な地域資源の利用に関する研究―横浜市青葉

区、西区、金沢区を事例に』2014、横浜市立大学卒業論文 

4) 大月敏雄ほか『近居：少子高齢社会の住まい・地域再生にどう

活かすか（住総研住まい読本）』2014 年、学芸出版社 

表 6.近居パターン別年代・家族類型、意向との関係 

類型①-1 類型①-2類型②-1類型②-2 類型③ そうしたい
どちらかといえば

そうしたい
どちらかといえば
そうしたくない

そうしたくない 遠すぎる やや
遠すぎる ちょうど
良い やや
近すぎる 近すぎる
これからもずっと
住み続けたい

どちらかといえば
住み続けたい

どちらかといえば
住み続けたくない

住み続けたくない

① 1 2 1 8 1 4 6 3 1 0 1 6 1 0 2 11 0 1

② ４ ３ ０ １ ０ 2 5 0 0 0 0 6 1 0 4 4 0 0

③ 2 3 2 2 2 8 3 0 0 0 0 7 2 0 7 4 0 0

④ 0 1 3 1 4 4 3 0 1 0 1 5 0 0 4 3 1 0

3 6 6 11 7 18 17 3 2 0 2 24 4 0 17 22 1 1

年代・家族類型 定住意向同近居の継続意向

パターン
心理的距離感

親族交流浅
・地域交流多

（n=9）

合計

親族交流深
・地域交流少

（n=11）

親族交流深
・地域交流多

（n=13）
親族交流浅
・地域交流中

（n=8）

-4 -2 0 2

ほぼ毎日
4ヵ所以上

4分圏内
近隣住民:：いつもいる

週1～３
多様性強
多様性中
1～3ヵ所

地域活動あり（1以上）
近隣住民:いない

地域活動なし
近隣住民:時々いる

4分圏外
多様性弱

0ヵ所
月3以下

カテゴリースコア 第1軸

-4 -2 0 2

1～3ヵ所
近隣住民:いない

多様性中
地域活動なし

週1～３
近隣住民:：いつもいる

多様性弱
4分圏内
月3以下

0ヵ所
4分圏外

地域活動あり（1以上）
ほぼ毎日
4ヵ所以上

近隣住民:時々いる
多様性強

カテゴリースコア 第2軸

-2 -1 0 1 2

地域活動なし
0ヵ所

ほぼ毎日
4分圏内
多様性弱

近隣住民:いない
多様性強
4ヵ所以上

近隣住民:時々いる
週1～３

多様性中
4分圏外
月3以下
1～3ヵ所

地域活動あり（1以上）
近隣住民:：いつもいる

カテゴリースコア 第3軸

図 4.数量化三類カテゴリースコア 図 5.クラスターの中心の最終結果 

並木ラボ運営に関する提言
～並木ラボ・CCラボ・UDCICの三拠点の比較から～

150350 塩飽克秀
150365 鈴木梓
150703 山本かえみ

私たち三輪ゼミ二年は、並木ラボのこれからを考えるにあたり、並木ラボと同じような地域コミュニ

ティの活性化という目的をもって活動をしている地域拠点を探し、並木ラボ運営に活かせる点を考え
ようということでこの調査を始めました。そして今回、私たちは、『並木ラボ』『UDCIC』『CCラボ』の三拠
点を調査し、比較してきました。

『CCラボ』にヒアリングに行ってきました！ （2017/2/10 金曜日）

ヒアリングに協力してくださったURの尾神さん、中田さん、澤辺さん、お忙しい中
貴重なお話・ご意見ありがとうございました！

UDCICとは・・・
福岡市にあるアイラ

ンドアーバンデザイン
センター！アイランド
シティ（福岡市東区照
葉）のまちづくり拠点と
して開設。まちに関わ
る人々が集いまちにつ
いて考えていく場。三
輪ゼミ合宿で、ヒアリ
ングをさせていただき
ました！

CCラボとは・・・
洋光台団地の中にあ
る地域住民活動拠
点！多世代交流とコ
ミュニティ活性化を目
的に開設された。

↓
並木ラボと似ている！

◎CCラボに常勤スタッフはいない！

鍵の管理から掃除まで全て活動団体の人が
行っている。

☆常勤スタッフがいない方がラボに入りやすい、
活動しやすいのでは？

◎イベント
CCラボだけでなく、地域のコミュニティ拠点・
ケアプラザなど周囲を巻き込んで行う。
・ハロウィンパレード
1年目 3000人 2,3年目 5000人に！！

◎これからの並木ラボ運営で活かせそうなこと
• まちの人が閉塞感を感じることなく気軽に利用できるように、学生が全く介入しない時間を作る。

• 並木には、既にいくつかのコミュニティが点在しているため、並木ラボはそれらをつなぐ架け橋的
存在になる。

• 並木地区にあるコミュニティ拠点や地域住民などが連携し、まち全体で盛り上がれるようなイベ
ントを開催する。

まとめ
並木ラボだけでなく、金沢シーサイドタウン全体まで視野を広げて考えることが大切。
もとからある人や技術をうまく活かし、並木地区の活性化につなげていくことが大切。
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横浜市大coc並木拠点から健康づくりを推進して、 アクティブシニアを増やして住み慣
れた並木で元気に暮らし続けるために、 平成28年度冬期シーズンも新シリーズで毎月
2回（第 2 · 4金曜）の予定で『健康づくり出前講座』を開講します。
横浜市立大学医学群（健康社会医学ユニット）による健康づくりのためのミニ講座と、

仕事や家事の合間に簡単にできるミニエクササイズ、 個別健康相談や血圧測定などを予定
しています。 皆様の日々の健康づくりにお役に立てれば幸いです。 お誘い合わせの上、 是
罪ご参加ください。

＊場所：横浜市立大学coc事業拠点
UDCN並木ラボ（センターシーサイド名店会内）
金沢センターシーサイド4号棟1階10号
（横浜市金沢区並木一丁目17番）

＊協力：横浜市住宅供給公社
＊照会先：横浜市立大学 医学群（健康社会医学ユニット）

Tel: 045-787-2610、 Fax: 045-787-2609 
教室代表メ ール：koushu@yokohama-cu.ac.jp 

教室HP URL: http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/rvp_health/ 
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からのお知らせです 

並木保健室 
横浜市立大学医学部地域看護学教室 横浜市立大学医学部地域看護学教室

病院のかかり方を 
知りたい！ 

介護が負担 

市大医学部地域看護学教室では、教室員（保健師・看護師）が地域にお住まいの 

方々の健康や生活に関するご相談をお受けするとともに、地域全体の健康が醸成 

されることを願い、「並木保健室」をスタートいたします。 

第１回 

第２回 

第３回 

５月 

５月 

６月 

16日 

30日 

６日 

（月）10時～12時 

（月）10時～12時 

（月）10時～12時 

以降、毎月第１・第３月曜日 10時～12時 

会場：UDCN並木ラボ 

開
催
予
定 

並木保健室 

健康診断結果の見方が 
分からない 

体重が 
減らない… 

子育てが大変 子育てが大変
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各種「前向き」講座も好評開催中！ 

横浜市立大学医学部地域看護学教室 

前向き子育て講座 

頭と身体の前向き健康チェック講座 

前向き終活講座 

毎月第４月曜 13時～14時30分 

毎月第３金曜 13時30分～15時 

毎月第２木曜 13時30分～15時 

子どもの問題行動に困っていませんか? 
オーストラリアで開発され、世界17か国で実施されている「前向き子育て技術 トリプルＰ」を 
学んで実践してみましょう！ 

ロコモティブシンドローム、認知機能、健康生活習慣などの健康チェックをとおして、 
ご自分の健康状態を前向きに見つめてみましょう！ 

ご自身やご家族にいずれ訪れる最期に向けた過ごし方について考えたことはありますか? 
前向き終活にむけて医療や介護など、さまざまな講話の切り口をもとに一緒に考えましょう！ 

担当：伊藤絵梨子 
地域看護学教室助教 
保健師・看護師 

当日参加も歓迎ですが、準備の都合上、できるだけ事前にご予約ください。 

対象：子育てにストレスを感じる方・悩みのある方 

対象：原則 40才以上の方 

対象：原則 40才以上の方 

【問合せ先】 
横浜市立大学医学部地域看護学教室 
FAX：045-787-2973 メール：ycu_chn@yokohama-cu.ac.jp 

次回は 
５/23(月)13時～ 

次回は 
６/17(金)13時30分～ 

次回は 
５/12(木)13時30分～ 

担当：有本梓 
地域看護学教室准教授 

保健師・看護師 

担当：大河内彩子 
地域看護学教室准教授 

保健師・看護師 
ﾄﾘﾌﾟﾙP認定ﾌｧｼﾘﾃｰﾀ 

【会   場】 
ＵＤＣＮ並木ラボ   

ＯＫストア 

並
木
ラ
ボ
地
図 

金沢区並木１-17 
金沢センターシーサイド名店会内 

【注   意】 
並木保健室及び各講座の開催予定は変更になることがあります。その際は並木ラボにてお知らせいたします。 

私
達
が
相
談
に

乗
り
ま
す
。

子どもの問題行動に困っていませんか？子育てで悩みは
ありませんか？「前向き子育て技術トリプルP※」で、「ほめ
る子育て」や「効果的に叱る方法」を学んでみましょう。

前向き子育て講座
対象

内容

担当

18歳までのお子さんを持ち、
子育てに悩みや不安がある方 定員 名15

教室員（保健師・看護師）が地域の方々の
健康や生活に関するご相談をお受けします。内容

出張並木保健室

子育てが大変

介護が負担

健康診断結果の見方が
分からない

【会場】 並木一丁目第一団地集会所  洋室  (相鉄ローゼン前）

【FAX】 045-787-2973　【メール】 ycu_chn@yokohama-cu.ac.jp
【問合せ先】 横浜市立大学医学部地域看護学教室

どちらも予約不要です！
直接現地集会所に
お集まりください

金沢シーサイドタウン並木一丁目第一・第二にお住まいの皆様へ

地域看護学教室准教授
保健師・看護師トリプルP認定ファシリテータ

大河内 彩子

対象

担当

どなたでも

地域看護学教室助教
保健師・看護師

白谷 佳恵

詳しくは裏面をご覧ください

健康イベント「横浜市立大学医学部地域看護学教室」開催！

ほか教室員

12/22 木 午前10時～
11時30分 参加無料

健康になりたいけれど
何をしていいかわからない！

体重が減らない…

※オーストラリアで開発され、世界17国で実施されているプログラム。親の子育て方や精神面が改善し、子どもの問題行動が改善されたことが科学的に立証されています。
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前向き子育て講座
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担当

18歳までのお子さんを持ち、
子育てに悩みや不安がある方 定員 名15

教室員（保健師・看護師）が地域の方々の
健康や生活に関するご相談をお受けします。内容

出張並木保健室

子育てが大変

介護が負担

健康診断結果の見方が
分からない

【会場】 並木一丁目第一団地集会所  洋室  (相鉄ローゼン前）

【FAX】 045-787-2973　【メール】 ycu_chn@yokohama-cu.ac.jp
【問合せ先】 横浜市立大学医学部地域看護学教室

どちらも予約不要です！
直接現地集会所に
お集まりください

金沢シーサイドタウン並木一丁目第一・第二にお住まいの皆様へ

地域看護学教室准教授
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担当

どなたでも

地域看護学教室助教
保健師・看護師

白谷 佳恵

詳しくは裏面をご覧ください

健康イベント「横浜市立大学医学部地域看護学教室」開催！

ほか教室員

12/22 木 午前10時～
11時30分 参加無料

健康になりたいけれど
何をしていいかわからない！

体重が減らない…

※オーストラリアで開発され、世界17国で実施されているプログラム。親の子育て方や精神面が改善し、子どもの問題行動が改善されたことが科学的に立証されています。※オーストラリアで開発され、世界17国で実施されているプログラム。親の子育て方や精神面が改善し、子どもの問題行動が改善されたことが科学的に立証されています。
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出張並木保健室
前向き子育て講座

出張並木保健室
2/

金
24

頭と身体の前向き
健康チェック講座

3/

金
17

出張並木保健室&「前向き」健康講座 実施スケジュール
2016 2017

出張並木保健室
前向き子育て講座

出張並木保健室
前向き終活講座

12/

木
22

1/

木
12

子どもの問題行動に困っていませんか？子育てで悩みはありま
せんか？「前向き子育て技術トリプルP※」で、「ほめる子育て」や
「効果的に叱る方法」を学んでみましょう。※オーストラリアで開発され、
世界17国で実施されているプログラム。親の子育て方や精神面が改善し、子どもの問題行動
が改善されたことが科学的に立証されています。

前向き子育て講座

日時

対象

内容

18歳までのお子さんを持ち、
子育てに悩みや不安がある方 定員 名15
12/
2016年

22 木 3/
2017年

17金 午前10時～11時30分
両日とも同じ内容です

地域看護学教室准教授
保健師・看護師
トリプルP認定ファシリテータ

大河内 彩子
担当

大河内 彩子大河内 彩子大河内 彩子大河内 彩子大河内 彩子大河内 彩子大河内 彩子大河内 彩子大河内 彩子大河内 彩子大河内 彩子大河内 彩子大河内 彩子大河内 彩子

ご自身やご家族にいずれ訪れる最期に向けた過ごし方につい
て考えたことはありますか？より良い最期を迎えるために、終末
期に過ごしたい場所や、希望する医療や介護について、元気な
今から考えてみませんか？

前向き終活講座

日時

対象

内容

原則40才以上の方 定員 名15
1/
2017年

12 木 午前10時～11時30分

地域看護学教室助教
保健師・看護師

伊藤 絵梨子
担当

終活ノート
プレゼント！

「前向き」健康講座 実施内容

認知機能、ロコモティブシンドローム※などの健康チェックをと
おして、健康状態を前向きに見てみましょう！ふだん病院では受
けられないチェックです。※ロコモティブシンドロームとは？「骨や関節、筋肉など
体を支えたり、動かしたりする運動器の機能が低下し、移動に障害が出た状態」をいいます。

頭と身体の前向き健康チェック講座

日時

対象

内容

原則40才以上の方 定員 名15
2/
2017年

24 金 午前10時～11時30分

地域看護学教室准教授
保健師・看護師

有本 梓
担当

ロコモ予防ノート
プレゼント！
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出張並木保健室
前向き子育て講座

出張並木保健室
2/

金
24

頭と身体の前向き
健康チェック講座

3/

金
17

出張並木保健室&「前向き」健康講座 実施スケジュール
2016 2017

出張並木保健室
前向き子育て講座

出張並木保健室
前向き終活講座

12/

木
22

1/

木
12

子どもの問題行動に困っていませんか？子育てで悩みはありま
せんか？「前向き子育て技術トリプルP※」で、「ほめる子育て」や
「効果的に叱る方法」を学んでみましょう。※オーストラリアで開発され、
世界17国で実施されているプログラム。親の子育て方や精神面が改善し、子どもの問題行動
が改善されたことが科学的に立証されています。

前向き子育て講座

日時

対象

内容

18歳までのお子さんを持ち、
子育てに悩みや不安がある方 定員 名15
12/
2016年

22 木 3/
2017年

17金 午前10時～11時30分
両日とも同じ内容です

地域看護学教室准教授
保健師・看護師
トリプルP認定ファシリテータ

大河内 彩子
担当

ご自身やご家族にいずれ訪れる最期に向けた過ごし方につい
て考えたことはありますか？より良い最期を迎えるために、終末
期に過ごしたい場所や、希望する医療や介護について、元気な
今から考えてみませんか？

前向き終活講座

日時

対象

内容

原則40才以上の方 定員 名15
1/
2017年

12 木 午前10時～11時30分

地域看護学教室助教
保健師・看護師

伊藤 絵梨子
担当

終活ノート
プレゼント！

「前向き」健康講座 実施内容

認知機能、ロコモティブシンドローム※などの健康チェックをと
おして、健康状態を前向きに見てみましょう！ふだん病院では受
けられないチェックです。※ロコモティブシンドロームとは？「骨や関節、筋肉など
体を支えたり、動かしたりする運動器の機能が低下し、移動に障害が出た状態」をいいます。

頭と身体の前向き健康チェック講座

日時

対象

内容

原則40才以上の方 定員 名15
2/
2017年

24 金 午前10時～11時30分

地域看護学教室准教授
保健師・看護師

有本 梓
担当

ロコモ予防ノート
プレゼント！
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お掃除講座
効果的なお掃除 つの要素で

気持ち良く一年をスタート！

① 講座
② ワークショップ：エコ洗剤作り（お持ち帰り頂けます）

ライフコンシェルジュ 福田

☆日時 月 日（火） 午前 ： ～ ：

☆場所 並木ラボ（ＯＫ並木店向かい）
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お掃除講座
効果的なお掃除 つの要素で

気持ち良く一年をスタート！

① 講座
② ワークショップ：エコ洗剤作り（お持ち帰り頂けます）

ライフコンシェルジュ 福田

☆日時 月 日（火） 午前 ： ～ ：

☆場所 並木ラボ（ＯＫ並木店向かい）
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イベントを企画
してみたい！

面白いこと
が大好き！

地域で活動し
てみたい！

毎日の生活にもっと
刺激が欲しい・・・！

地元が好き！！

せっかく並木にいるのならもっといいまちにしてみない？並木、金沢区を盛り上げよう！
いったい何をすれば良いまちになる？アイディアはきみ次第。一緒に全力で活動してみよう！

少しでも気になったら・・・

（第3水曜・第4木曜は15:00～20:00）
担当：横浜市立大学三輪研究室 田中・佐藤
Email: namicanpj@gmail.com
電話： 045-349-5665（毎週水曜・木曜15：00～17：00担当者がいます）

何をするか話し合おう！ イベントを企画して楽しもう！ 成果発表！

てみたい！
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・地域を良くしたい！
・なにかに熱中して取り組みたい！
・楽しいことがしたい！！

友達が
たくさんできる

地域の人との交流 地域のことに詳しくなるボランティア・
自由研究に使える

なみキャンはUDCN並木ラボを拠点に金沢シーサイドタウン、金沢区を活性化すること
を目標としています。
青少年の社会参画を促し、社会での成長を図ります。また、青少年の力を地域で活用
することにより、より良いまちへと変えていきます。

地域のイベントに出展したり、季節に合わせたイベントを企画・運営する団体です！
自由な発想を活かして金沢シーサイドタウン、金沢区全体を盛り上げよう！

夏 サマーフェスタへ出展
秋 ハロウィーンイベント カナカツ秋まつり
写真まちあるき

冬 もちつき大会、灯ろうづくり 活動発表会

並木在住・在学の小学生・中学生・高校生
※大人サポーターも大募集！

参加待ってます！！
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少しでも気になったら・・・

担当：横浜市立大学三輪研究室 田中・塩飽・山本
問合せ：以下のアドレス、電話番号にお問い合わせください
Email: namicanpj@gmail.com
電話： 045-349-5665（毎週水曜・木曜15：00～17：00担当者がいます）
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平成 28 年度 PIA フェスタ「まちづくりデザインゲーム＠Cross Meeting」 

活動報告 

実施日：平成 28年 10月 22日 13:00～15:00 
横浜市立大学 中西ゼミ

▼準備・受け付け時の様子

当日は事前に声をかけていた参加者の他に、飛び入りで東京理科大学生からの参加があるなど

予定より活気のあるものとなった。

▼ゲーム中の様子

2 

▼第 1テーブル

参加者

第 1ゲーム
企業 2名
市大生 2名
関東学院生 1名
理科大生 1名

第 2ゲーム
企業 2名
市大生 2名
関東学院生 1名
理科大生 1名

ゲームの様子

第一ゲームの際はゲームの要領を理解するところから始まったが、プレイヤーはすぐに慣れた

ようでテンポよくアイディアが出されていった。出されたアイディアに他のプレイヤーが感心す

る場面が見られるなど、和やかな雰囲気で行われた。

第二ゲームになると出されるアイディアが洗練されてきて、票がばらけることも多くなった。

アイディアを提案する際の理由付けも柔軟な発想から説得力のあるプレゼンをしていた。ただし、

両ゲームを通して、産業団地というフィールド、役割のキャラクター、手持ちのアイテムカード

のすべてを複合的に活用することが難しいようでもあった。

マトリックスでの意見交換においては、企業の方からは地元内外の人にもっと産業団地を知っ

てほしいという意見が、学生からは初めて訪れた場所だったがユニークで知ることができて良か

ったという意見が出た。このことから普段ならばつながりのない両者でも歩み寄れる接点がある

とわかり、産業団地の更なる活性化の糸口にもなりうるヒントを得ることができた。産業団地エ

リアに訪れたことがある学生からは、歩いて楽しい工夫があるともっと良い地域になるのではと

いう感想が出たが、八景島というアミューズメント施設や海辺の散歩道など人々が集い、楽しむ

場と近接している特徴からも、実際にゲーム内で類似した提案が出されているように、そのよう

な歩行空間の創出は一つの重要な発想であると結論付けられる。

出されたアイディア

～地域のイメージアップ～

・水辺空間を活気づける

・カフェ、マルシェ等の小さな商業施設をつくる

・展望台を設置しシンボルにもなる人の集まる場所とする

・スタジアムをつくって人を集め、賑わいを創出する

・景観のよいまちにする
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1 

平成 28 年度 PIA フェスタ「まちづくりデザインゲーム＠Cross Meeting」

活動報告

実施日：平成 28年 10月 22日 13:00～15:00
横浜市立大学 中西ゼミ

▼準備・受け付け時の様子

当日は事前に声をかけていた参加者の他に、飛び入りで東京理科大学生からの参加があるなど

予定より活気のあるものとなった。

▼ゲーム中の様子

▼第 1テーブル

参加者

第 1ゲーム 
企業  2名 
市大生 2名 
関東学院生 1名 
理科大生  1名 

第 2ゲーム 
企業  2名 
市大生 2名 
関東学院生 1名 
理科大生  1名 

ゲームの様子

 第一ゲームの際はゲームの要領を理解するところから始まったが、プレイヤーはすぐに慣れた

ようでテンポよくアイディアが出されていった。出されたアイディアに他のプレイヤーが感心す

る場面が見られるなど、和やかな雰囲気で行われた。

第二ゲームになると出されるアイディアが洗練されてきて、票がばらけることも多くなった。

アイディアを提案する際の理由付けも柔軟な発想から説得力のあるプレゼンをしていた。ただし、

両ゲームを通して、産業団地というフィールド、役割のキャラクター、手持ちのアイテムカード

のすべてを複合的に活用することが難しいようでもあった。

マトリックスでの意見交換においては、企業の方からは地元内外の人にもっと産業団地を知っ

てほしいという意見が、学生からは初めて訪れた場所だったがユニークで知ることができて良か

ったという意見が出た。このことから普段ならばつながりのない両者でも歩み寄れる接点がある

とわかり、産業団地の更なる活性化の糸口にもなりうるヒントを得ることができた。産業団地エ

リアに訪れたことがある学生からは、歩いて楽しい工夫があるともっと良い地域になるのではと

いう感想が出たが、八景島というアミューズメント施設や海辺の散歩道など人々が集い、楽しむ

場と近接している特徴からも、実際にゲーム内で類似した提案が出されているように、そのよう

な歩行空間の創出は一つの重要な発想であると結論付けられる。

出されたアイディア

～地域のイメージアップ～

・水辺空間を活気づける

・カフェ、マルシェ等の小さな商業施設をつくる

・展望台を設置しシンボルにもなる人の集まる場所とする

・スタジアムをつくって人を集め、賑わいを創出する

・景観のよいまちにする

− 33 −



 

・ゴミ箱を設置し衛生と美観を維持する

・時計台を設置する

・夜景の綺麗な空間をつくる

・充電スポットの設置

・駅の近くに商店街をつくる

・仮装イベントの実施

～地域内のつながり・連携強化～

・地域住民が交流できる花火大会の開催

・遊覧船を運行する

・花火大会の際に望遠鏡の貸し出す

・ステージをつくり定期的にイベントを行う

・みんなが集まれる憩いの場をつくる

・バーベキューエリアをつくる

・ベンチを設けゆったりと過ごせるようにする

・PIAフェスタなどを通じてまちを活性化させる
・夜景スポットをつくる

・レジャーシートを敷いて家族で座れる場をつくる

・セグウェイの試乗

・コミュニティカフェを運営する

・バーや居酒屋を誘致する

～公共空間の魅力ある活用方法～

・歩行空間を楽しく美しくする

・植物のトンネルを設置する

・ハンモックをつくる

・駅前の空間を発展させる

・駅前に花畑をつくる

・駅前にスピーカーを設置し音楽のある空間にする

・自転車が収納できる場所を増やす

～環境・空間の維持・向上～

・必要箇所に手すりを付けバリアフリーを促進する

・安全な歩行空間のため信号機を増やす

・ATMの設置
・ポスター、掲示板等を設置し情報交換を促す

・太陽光パネルの設置

・緑地の整備を進め気軽に散歩できるようにする

・街灯、ゴミ箱、ベンチなどが揃ったポケットパークをつくる

4 

▼第 2テーブル

参加者

第 1ゲーム
企業 ２名

市大生 １名

関東学院生 １名

理科大生 ２名

第 2ゲーム
企業 ２名

関東学院生 ２名

理科大生 ２名

ゲームの様子

第１ゲームの様子は、最初初めてのデザインゲームということもあり、表情が固く、ゲームの

流れについていくのがみんな必死であった。設定したキャラクターになりきることを強調して説

明すると、そのキャラクターとしての発想を各々考えて発言している様子が見受けられたのがよ

かった。東京理科大学、および関東大学の学生は、産業団地に詳しくないため、企業の方々がや

はり先導してゲームを楽しんでいる雰囲気があった。

第２ゲームでは、第１ゲームで流れを把握しているのでみな単純にゲームを楽しんでいる様子

があった。「親」のテーマ設定も第１ゲームと比較して産業団地におけるまちづくりを意識したも

のになっており質が上がっていた。ただ、手札のアイディアカードを、「設ける」側の発言が多く、

もう少し柔軟に考え、廃止案やそれをどういう風に活用するかを具体的にしたアイディアでもよ

かったと思う。

マトリックスでの意見交換では、主に企業の方々が話していた。産業団地には結局何が必要な

のかという話になった際には、「車が多くて妊婦や子供が歩くには危ない」という意見や、「歩い

ていて楽しくない」とい意見が出た。東京理科大学の学生は、「東京からくるには交通の便が悪す

ぎる」との意見もあり興味深かった。第１ゲーム、第２ゲームを通して場の雰囲気が和らぎ、意

見交換は各人が思った率直な意見が聞けたように思う。

出されたアイディア

～地域のイメージアップ～

・共通の目印として時計台を置く

・街頭で街を明るくする

・LEDクリスマスツリーで地域の名物にする
・緑や海を眺められる展望台を作ることで地域に愛着を持たせる

・セグウェイを利用することで観光客を呼ぶ

・おしゃれなバーをつくり、夜のデートスポットにする
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3 

・ゴミ箱を設置し衛生と美観を維持する

・時計台を設置する

・夜景の綺麗な空間をつくる

・充電スポットの設置

・駅の近くに商店街をつくる

・仮装イベントの実施

～地域内のつながり・連携強化～

・地域住民が交流できる花火大会の開催

・遊覧船を運行する

・花火大会の際に望遠鏡の貸し出す

・ステージをつくり定期的にイベントを行う

・みんなが集まれる憩いの場をつくる

・バーベキューエリアをつくる

・ベンチを設けゆったりと過ごせるようにする

・PIAフェスタなどを通じてまちを活性化させる
・夜景スポットをつくる

・レジャーシートを敷いて家族で座れる場をつくる

・セグウェイの試乗

・コミュニティカフェを運営する

・バーや居酒屋を誘致する

～公共空間の魅力ある活用方法～

・歩行空間を楽しく美しくする

・植物のトンネルを設置する

・ハンモックをつくる

・駅前の空間を発展させる

・駅前に花畑をつくる

・駅前にスピーカーを設置し音楽のある空間にする

・自転車が収納できる場所を増やす

～環境・空間の維持・向上～

・必要箇所に手すりを付けバリアフリーを促進する

・安全な歩行空間のため信号機を増やす

・ATMの設置
・ポスター、掲示板等を設置し情報交換を促す

・太陽光パネルの設置

・緑地の整備を進め気軽に散歩できるようにする

・街灯、ゴミ箱、ベンチなどが揃ったポケットパークをつくる

 

▼第 2テーブル

参加者

第 1ゲーム 
企業    ２名

市大生   １名

関東学院生 １名

理科大生  ２名

第 2ゲーム 
企業    ２名

関東学院生 ２名

理科大生  ２名

ゲームの様子

 第１ゲームの様子は、最初初めてのデザインゲームということもあり、表情が固く、ゲームの

流れについていくのがみんな必死であった。設定したキャラクターになりきることを強調して説

明すると、そのキャラクターとしての発想を各々考えて発言している様子が見受けられたのがよ

かった。東京理科大学、および関東大学の学生は、産業団地に詳しくないため、企業の方々がや

はり先導してゲームを楽しんでいる雰囲気があった。

第２ゲームでは、第１ゲームで流れを把握しているのでみな単純にゲームを楽しんでいる様子

があった。「親」のテーマ設定も第１ゲームと比較して産業団地におけるまちづくりを意識したも

のになっており質が上がっていた。ただ、手札のアイディアカードを、「設ける」側の発言が多く、

もう少し柔軟に考え、廃止案やそれをどういう風に活用するかを具体的にしたアイディアでもよ

かったと思う。

マトリックスでの意見交換では、主に企業の方々が話していた。産業団地には結局何が必要な

のかという話になった際には、「車が多くて妊婦や子供が歩くには危ない」という意見や、「歩い

ていて楽しくない」とい意見が出た。東京理科大学の学生は、「東京からくるには交通の便が悪す

ぎる」との意見もあり興味深かった。第１ゲーム、第２ゲームを通して場の雰囲気が和らぎ、意

見交換は各人が思った率直な意見が聞けたように思う。

出されたアイディア

～地域のイメージアップ～

・共通の目印として時計台を置く

・街頭で街を明るくする

・LEDクリスマスツリーで地域の名物にする
・緑や海を眺められる展望台を作ることで地域に愛着を持たせる

・セグウェイを利用することで観光客を呼ぶ

・おしゃれなバーをつくり、夜のデートスポットにする
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～地域内のつながり・連携強化～

・公園で BBQをすることで地域の住民間でのつながりを育む
・子供の教育として屋外教育をする

・スピーカーを通して放置自転車撤去の呼びかけをする

・足湯でコミュニティスペースを確保

・憩いの場所としてコミュニティカフェ（犬も連れていける）

・子供も連れて見に行ける屋外ライブを開催して人を呼ぶ

・居酒屋に人を呼び、集まることでまちにスペースを作る

・パーゴラで天気がいい日には外に出る

～公共空間の魅力ある活用方法～

・太陽光パネルを道路に敷き詰め、子供のために光熱費を削減しお金を作る

・空いたスペース活用としてテーブルを用意し、休憩の場にする

・ステージに有名なアーティストを呼び公共空間を活性化する

・子供のためにベビーカーで通れるゆとりある道を作る

・電気自動車専用の駐車場を作る

・一日の疲れを癒すために露天風呂を作る

・消火器を地中化し、まちにスペースを作る

・学校帰りに植物トンネルを通りながら、自然を感じたい

・ウッドデッキを公園内に作成し、子供ときた親も過ごしやすいスペースを作る

・クリスマスツリーを作り、まちの名物にする

～環境・空間の維持・向上～

・道路にタイルを敷き詰め、過去や未来を表現するような模様を描き、歩くだけで楽しいまちを

作る

・観光地にバリアフリーは必要なので、観光地には手すりを付けるべき（弱者に対して）

・人を呼ぶ観光地には、Wi-Fiをたくさん用意する
・緑を豊かにするためにも、植物トンネルを作るべき

・排ガスを出さないセグウェイでの移動により、環境にやさしい移動方法にする

・清潔なトイレをつくる

・観光地の近くには、コンビニやトイレが必要

・外灯を１ｍ感覚でもいいので設置し、安全を図るべき

・竹林の散歩コースで緑を感じる

～その他のアイデア～

・屋内においてパソコン設置しフリーのワークスペースを確保する

・季節に合わせてレジャーシートを用意し、公園に設置する

・アクセスがいいように橋を作る

・ししおどしで自然を感じる

・お化け屋敷を作り、人を呼ぶ

・夜は花火で人を呼び、夜はシニアも参加できるような仮装フェスタを催す

6 

・公園内に相撲ができる土俵をつくり、人を呼び込む

・人力車で人を呼ぶ、ゆったりとまちを眺められるようにする

・駄菓子屋

・託児所を駅前につくり、利用しやすく

・茶室をつくることで子供たちに和を学んでもらう

・望遠鏡設置でデートスポット作成

▼第 3テーブル

参加者

第 1ゲーム
企業 1名
市大生 3名
理科大生 1名

第 2ゲーム
企業 1名
市大生 2名
関東学院生 1名
理科大生 1名
区役所 1名

ゲームの様子

第 1 ゲームは初めてという事もあり手探りな様子であったが、学生が積極的に発言していた。
キャラクターを忘れてしまったり、アイテムを設置するまでで提案が終わってしまっていたので、

このアイテムを設置してどうするのか、どのような効果を期待しているのかまで考えてほしかっ

た。テンポよく意見が出され、プレイヤーの柔軟性が見て取れた。

第 2 ゲームではゲームに慣れてきたこともあり、楽しみつつ、使いにくいツールカードにも積
極的に挑戦している姿が見られた。またアイディアを出す際に、すでにでたアイディアとの相乗

効果をもたらすような意見を提案するなど、今までには見られなかった良い楽しみ方をしていた。

キャラクターカードへも意識が回るようになっており、1回目に比べゲーム内容は向上していた。
マトリックスを用いた意見交換では企業の方が中心となり、アイディアをさらに発展させたア

イディアや、どう活用したらよいかについての討論があった。レンタサイクルは意外と産業団地

には需要があるのではないか、車が移動の基本であることから歩くには少々危ない、など様々な

意見が聞かれた。産業団地周辺に土地勘のない学生たちもその話を聞き、それを踏まえより深い

議論をしていた。

出されたアイディア
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・ウッドデッキを公園内に作成し、子供ときた親も過ごしやすいスペースを作る
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・竹林の散歩コースで緑を感じる
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・屋内においてパソコン設置しフリーのワークスペースを確保する

・季節に合わせてレジャーシートを用意し、公園に設置する

・アクセスがいいように橋を作る

・ししおどしで自然を感じる

・お化け屋敷を作り、人を呼ぶ
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・公園内に相撲ができる土俵をつくり、人を呼び込む

・人力車で人を呼ぶ、ゆったりとまちを眺められるようにする

・駄菓子屋

・託児所を駅前につくり、利用しやすく

・茶室をつくることで子供たちに和を学んでもらう

・望遠鏡設置でデートスポット作成

▼第 3テーブル

参加者

第 1ゲーム 
企業  1名 
市大生 3名 
理科大生  1名 

第 2ゲーム 
企業  1名 
市大生 2名 
関東学院生 1名 
理科大生  1名 
区役所 1名 

ゲームの様子

第 1 ゲームは初めてという事もあり手探りな様子であったが、学生が積極的に発言していた。
キャラクターを忘れてしまったり、アイテムを設置するまでで提案が終わってしまっていたので、

このアイテムを設置してどうするのか、どのような効果を期待しているのかまで考えてほしかっ

た。テンポよく意見が出され、プレイヤーの柔軟性が見て取れた。

第 2 ゲームではゲームに慣れてきたこともあり、楽しみつつ、使いにくいツールカードにも積
極的に挑戦している姿が見られた。またアイディアを出す際に、すでにでたアイディアとの相乗

効果をもたらすような意見を提案するなど、今までには見られなかった良い楽しみ方をしていた。

キャラクターカードへも意識が回るようになっており、1回目に比べゲーム内容は向上していた。
マトリックスを用いた意見交換では企業の方が中心となり、アイディアをさらに発展させたア

イディアや、どう活用したらよいかについての討論があった。レンタサイクルは意外と産業団地

には需要があるのではないか、車が移動の基本であることから歩くには少々危ない、など様々な

意見が聞かれた。産業団地周辺に土地勘のない学生たちもその話を聞き、それを踏まえより深い

議論をしていた。

出されたアイディア
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～地域のイメージアップ～

・ポスターで海や公園の情報を発信する

・ベビーカーの無料貸し出しサービス

・ちょうちんを設置する事で明るさをプラス

・車イスの方でも楽しめる公園の設備を考える

・地元で評判となるような夜景スポットを作る

・橋を作る事で景色をもっと楽しんでもらう

・映画の上映会を定期的に実施する

～地域内のつながり・連携強化～

・弁当販売を設置する

・駄菓子屋を残す→食べ歩きも出来ると同時にまちの散策もあわせて出来る

・時計台にＳＯＳボタンを設置する

・大人同士の交流を促すという意味で居酒屋を活気づける

・屋外教室で工場の社会見学の実施

～公共空間の魅力ある活用方法～

・植物トンネルによりまちを涼しく

・特設ステージを設けて色々な催しを企画する事によってまちを盛り上げる

・信号を減らして交通の便をもっとスムーズに

・動物も連れて行けるコミュニティカフェを作る

・健康維持のためにジムを置く→ストレス発散にもいい

・セグウェイの導入→移動が楽になる

・ベンチを設置して休憩出来る場所を増やす

・人力車タクシーの導入

～環境空間の維持・向上～

・ごみ箱を置き清潔なまちにする

・花畑で心を穏やかにする

・公園以外の場所にも水飲み場を設ける

・自然の中でバーベキューを楽しむ

・植物トンネル→癒しの空間

・標識に花壇があるスポットを入れる

～その他様々なアイデア～

・望遠鏡でまちの観察兼安全を見守る

・露天風呂の設置により今までまちに無かった雰囲気を生み出す

・ガチャガチャの設置で子供のハートを掴む！

・ワイファイスポットの導入
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横浜金沢シーサイド地区のエリアマネジメント体制構築に向けて 

2017.02.28 検討資料：横浜市大作成 

■対象地区（横浜金沢シーサイド地区）の概要と特徴

 産業用地の創出等を目的として作られた埋立地。主要部は横浜市六大事業

（1965 年提唱）のひとつ。

 臨海側は、市内の工業の移転集約、現みなとみらい 21 地区に存在していた三

菱造船の移転先斡旋（成就はせず）のため造成され、今日でも重要な位置と量

を占める産業団地。

 既存市街地との緩衝・居住地確保のため住宅地区「金沢シーサイドタウン」も

整備。横浜市の積極的な都市行政が反映された、アーバンデザインの先進事例。 

 富岡八幡宮などの地域資源が存在し、古くは景勝地・日本海水浴発祥の地の云

われ等もあり、今日でも海の公園や八景島、マリーナ等を抱える、環境・アメ

ニティ・アミューズメント機能をも備えた地区。

■現状と課題

 成熟・低成長社会、人口減少・高齢化の進展により、産業団地・住宅団地ともに衰退の傾向がみられる。産

業団地は企業の撤退や業種業態の変化、住宅団地は高齢化・人口減少が顕著。

 都市ストック（基盤、建築物等）の老朽化。

 ユニバーサルデザイン化等、高齢化・ライフスタイルの変化に合わせた住環境の改善の必要性。

 産業団地と住宅団地間あるいは団地内各地区の空間的・コミュニティ的な分断。

 環境未来都市の構成要素がすべて存在しているが、連携が不十分であり、実現には努力が必要。

 企業・居住者の誘致を図りたいが、地区外でのプレゼンスが低く、当地区の環境の良さが知られていない。

■エリアマネジメント体制構築構想

 上記の課題解決には、シーサイド地区の一体的なエリアマネジメント※を推進することが望ましい。

※ 地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、住民・事業主・地権者等による主体

的な取り組み。（国土交通省「エリアマネジメントのすすめ」より）

 産業団地には一般社団法人横浜金沢産業連絡協議会他の組織が産業環境の整備や発信を進めている。

 しかし居住・商業・アメニティ地区については各種主体の連携体制はない。

■エリアマネジメント組織の役割と活動

「横浜金沢シーサイドの[魅力を／人を／活動を]、集める、育てる、発信する」 

① 地域情報（暮らし、地域の魅力）の流通

情報発信（WEB、情報紙などローカルメディアの立ち上げ）／地区内の提携（住居地域と産業団地など）

② 活動主体・住民の交流促進

イベント開催／住民（コレナミ等）の活動支援／地域に関するセミナー・勉強会開催

多分野・地区間の連携、環境未来都市・職住近接地域の実現、地域ブランディング等の必要性

居住地区＋アメニティ地区を対象としたエリアマネジメント組織の立ち上げ。 

「（仮称）一般社団法人（あるいは NPO 法人）横浜金沢シーサイド」 

 地域に関係する複数の主体の参画による法人格を持った組織。

 参画主体が資金・人材・事業ノウハウ等を持ち寄って運営。

産連協等と連携して横浜金沢シーサイド地区全体のエリアマネジメントを展開 
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③ 地域ブランド創出

地域情報の発信・広報／イベント開催／都市づくり本出版等

④ 居住支援（居住者・個人レベル）

就労・居住のマッチング事業／住み替え支援／モビリティの改善調査・提案

⑤ 環境整備支援（地区・街区レベル）

ストック（インフラ・建物）老朽化の実態調査／管理組合の活動調査・支援／環境整備ビジョン作成／不動

産資産のマネジメント支援／（ゆくゆくは）建て替え・リノベーション支援 

※ 地域内の魅力向上のみならず地域外への

発信や連携も積極的に進めて「横浜金沢シ

ーサイド」の知名度・存在感を上げ、「住

み場所／働く場所」を検討する際に名前が

挙がるような状況を作り出す。

※ すべての活動を一気に開始することは困

難であり、順を追って展開する。

1 年目：①②③に関わる具体的事業から活

動を開始し、継続的に拡充していく。具体

的には、ローカルメディアの立ち上げ（WEB 設置・情報紙発行）と小規模イベントの試行、地域活動支援

から。その後２，３年かけて大規模イベント開催等

2～3 年目：④⑤の調査・体制づくり・具体事業を順次開始

※ 特徴ある地域属性・地域の資産を活かし、地区内外両面をターゲットとした、産業団地・住宅団地連

携によるエリアマネジメントの先進事例（エリアマネジメント横浜金沢モデル）を目指す。

■居住・アメニティ地区のエリアマネジメント組織の体制

□ 想定される参画・協力主体

 地元住民組織（連合自治会、地区社会福祉協議会、NPO 法人、管

理組合連絡会等の他、新しい活動主体の掘り起こし）

 株式会社横浜シーサイドライン

 株式会社横浜八景島

 独立行政法人都市再生機構

 横浜市住宅供給公社

 公立大学法人横浜市立大学

 京浜急行電鉄株式会社・京急不動産株式会社

 三井不動産株式会社（アウトレットパーク横浜ベイサイド運営）

□ 設立後の連携先

 横浜金沢産業連絡協議会、横浜金沢団地協同組合、横浜ベイサイド

マリーナ地区街づくり協議会等

■その他（検討課題等）

 UDCN 並木ラボは、”アーバンデザインセンター”の理念に則り、エ

リアマネジメントの組織的・物的拠点とする。

 実効的な運営体が必要。定期的な協議の場だけでなく、たとえば参

画主体よりタウンマネージャーを出し合う等。

 地区内のコミュニティ活性化における「これからの並木を創る会」

との連携方法。
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■外部の他組織との連携企画

○UDC（アーバンデザインセンター）ネットワークへの参画 http://www.udck.jp/network/

○多世代居住まちづくり推進事業地域支援検討会議への参加・施設紹介

（神奈川県県土整備局建築住宅部住宅計画課） 

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f6631/p829486.html 

○男女共同参画関連調査（ココチャレ）主婦ヒアリングへの協力（男女共同参画推進課） 

■情報発信・メディア掲載一覧

○4/ 7 タウンニュース「人物風土記（福田美保子さん…ラボで掃除等の相談室）」

○5/ 5 タウンニュース「コミュフェス 2016 地域・大学・企業が連携」

○7/ 3 読売新聞「若者世代の転出 横濱でも」

○10/6 シーサイドライン沿線ニュース秋号「並木の未来を共につくる」

○1/19 シーサイドライン沿線ニュース冬号「出張並木保健室」スタート

○2/15 日本経済新聞「金沢区団地再生で協定 横浜市大と市住宅公社」
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事業や調査研究を行うにあたり、ご協力いただきました関係者の皆様そして

金沢シーサイドタウン在住の皆様に深く感謝いたします。 

◆UDCN 並木ラボ

横浜市金沢区並木一丁目 17 

金沢センターシーサイド名店会 

Tel＆Fax 045-349-5665 

http://www.facebook.com/namiki.ycu 

◆横浜市立大学 COC 事業担当窓口

研究基盤課地域貢献担当

横浜市金沢区瀬戸 22-2 

Tel＆Fax 045-787-2205 

Email coc@yokohama-cu.ac.jp 

http://www.ycu-coc.jp/ 




